
オプトアウト（奈良医大用） 

薬剤性過敏症症候群後に慢性炎症性疾患を発症した患者の調査 

・研究の目的 

薬剤性過敏症症候群（DIHS）は高熱と臓器障害を伴う重症薬疹の一つです。ヒトヘルペスウイ

ルス科のウイルスの再活性化を生じ、症状の再燃や重症化と関連することが知られています。

また DIHS の症状が軽快したのちに甲状腺炎などの自己免疫疾患を生じることも知られてお

り、ヘルペスウイルスが関わっている可能性が指摘されています。そこで本研究では、DIHS 後

に慢性の合併症を生じたあるいは重症化した患者さんについて、合併症とヘルペスウイルスと

の関係を明らかにし、DIHS の治療や予後の予測に役立てることを目的としています。 

・研究体制・資金源 

この研究は奈良県立医科大学皮膚科を中心として行うもので、難治性疾患等政策研究事業「重

症多形滲出性紅斑に関する調査研究」に参加する全国の施設が参加予定です。本研究は、本学

の医の倫理審査委員会の承認および学長の許可を受け、実施承認後から行われます。この研究

は厚生労働科学研究費補助金「難治性疾患等政策研究事業: 重症多形滲出性紅斑に関する調査研

究」の研究費により実施され、利益相反には該当しません。 

・対象となる方 

2008 年 1 月から 2026 年 3 月までに、奈良県立医科大学および協力施設で DIHS および DIHS 類

似の病態と診断された患者さん 

・研究の方法 

カルテに記載されている、年齢、性別、基礎疾患、原因薬剤、血液検査結果、臨床経過、合併

症、治療内容を抽出します。調査項目には氏名、生年月日、カルテ番号など個人を特定できる 

情報は含まれず、各医療機関が割り振った研究用の症例番号で識別します。 

また、診療時に採取され保存されていた血液の残り（残余検体）を用いて、DIHS に関連するヘ 

ルペスウイルス関連分子の量を測定します。さらに、末梢血単核球を用いて免疫関連分子のタ 

ンパクおよびシングルセルRNA 解析（細胞ごとの網羅的な遺伝子解析）を行い、慢性合併症発 

症群と非発症群における比較検討を行います。ウイルスおよび タンパク・RNA解析用 の残余血

液と患者情報は、奈良県立医科大学皮膚科に提供していただきます。これらの情報は奈良県立

医科大学皮膚科で収集・統計解析を行い、DIHS 後の慢性炎症性疾患や重症化とヘルペスウイル 

スとの関係を明らかにし、DIHS の予後予測や治療指針の作成に役立てます。研究結果は学会発 

表や論文公表を行う予定ですが、患者さんを特定できる情報は含みません。 

・遺伝子解析データの公開・共有について  



本研究で得られたシングルセル RNA 解析データは、研究の透明性と再現性を確保するため、公
的データベース（ NBDC ヒトデータベース等）に登録され、国内外の研究者間で共有・再利用 

される可能性があります。ただし、登録・公開されるデータは個人が特定されないよう厳重に

匿名化され、個人の特定につながる可能性のあるデータは審査・承認を受けた研究者のみがア 

クセスできる厳格な制限のもとで管理されます。 

・研究機関の名称および研究責任者の氏名 

研究機関 奈良県立医科大学皮膚科 

研究責任者  奈良県立医科大学皮膚科 博士研究員  浅田秀夫 

・情報提供先の名称および責任者の氏名 

研究統括者  奈良県立医科大学皮膚科 博士研究員 浅田秀夫 

・研究計画書および研究の方法に関する資料の入手・閲覧、および本研究への利用拒否につい

て 

ご自身のデータや検体が本研究に使用されることを希望されない場合や、研究計画書等の閲覧

を希望される場合は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。不同意のお申し出があって 

も、診療上で不利益を被ることは一切ございません。 

お問い合わせ先：奈良県立医科大学皮膚科 博士研究員 浅田秀夫 

連絡先：0744 -22 - 3051 （代表） 


